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『
風
土
記
」
の
成
立
は
和
銅
六
年
（
七
一
三
年
）
五
月
に
、
元

明
天
皇
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
撰
録
の
命
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

命
を
受
け
た
諸
国
は
資
料
を
集
め
て
整
理
し
、
中
央
に
献
じ
た

が
、
現
存
す
る
播
磨
、
常
陸
、
出
雲
、
豊
後
、
肥
前
の
五
か
国
風

土
記
と
、
諸
害
に
引
用
さ
れ
た
逸
文
数
十
か
条
が
現
在
「
風
土

記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
風
土
記
』
は
詔
命
の
要
求
事
項
に
対
し
て
諸
国
が
提
出
し
た

報
告
書
（
解
文
）
で
あ
り
、
い
わ
ば
地
誌
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に

身
体
に
関
わ
る
表
現
が
多
く
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
着
目

し
、
考
察
す
る
こ
と
は
当
時
を
知
る
う
え
で
意
味
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。一

、
身
体
の
動
作
や
状
態
を
示
す
表
現

全
体
を
通
し
て
よ
く
み
ら
れ
る
の
は
「
在
す
」
、
「
居
む
」
な
ど

の
存
在
を
意
味
す
る
表
現
で
、
「
出
雲
国
」
に
「
吾
静
将
レ
坐
志

６
「
風
土
記
」
の
中
の
身
体
に
関
わ
る
表
現

会

計
良
吉
則

社
」
、
「
播
磨
国
」
に
「
至
来
居
二
於
此
処
一
」
と
随
所
に
み
ら
れ

る
。
ま
た
「
従
二
但
馬
一
巡
行
之
時
」
の
よ
う
に
、
（
天
皇
が
）
巡

行
す
る
と
い
う
表
現
も
多
く
み
ら
れ
て
い
る
。

次
に
「
播
磨
国
」
に
お
い
て
「
嬰
二
因
幡
国
造
阿
良
佐
加
比
売
一

生
子
、
宇
奈
比
売
・
久
波
比
売
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
結
婚
」
や

「
出
産
」
に
関
す
る
表
現
も
多
い
。

「
播
磨
国
」
に
「
許
乃
波
奈
佐
久
夜
比
売
命
、
其
形
美
麗
」
と

あ
り
、
女
性
の
美
し
さ
を
表
現
し
た
も
の
が
随
所
に
み
ら
れ
、

「
出
雲
国
」
に
「
吾
御
心
、
照
明
正
真
成
」
と
あ
る
よ
う
に
心
の

清
明
さ
を
表
現
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。

一
方
、
身
体
の
病
的
状
態
や
障
害
に
関
す
る
も
の
も
多
い
。
「
備

後
国
」
の
逸
文
に
「
後
世
仁
疫
気
在
者
」
と
あ
り
、
流
行
病
（
伝
染

病
）
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
「
豊
後
国
」
に
「
用
療
二
痂
癬
一
」

と
あ
る
の
は
現
在
の
枅
癬
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
播
磨
国
」
に

「
抜
レ
筍
以
レ
布
裏
食
、
三
重
居
不
レ
能
二
起
立
一
」
と
あ
り
、
食
中
毒

を
表
現
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
「
播
磨
国
」
の
「
不
し
拘
二
盲
事
一
」
は
視
覚
障
害
者
を
、

「
出
雲
国
」
の
「
御
須
髪
八
握
宇
レ
生
、
昼
夜
巽
坐
之
、
辞
不
し
通
」

は
精
神
発
達
遅
滞
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
「
常
陸
国
」
に
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「
上
古
有
し
人
。
体
極
長
大
」
と
あ
る
の
は
巨
人
症
と
関
係
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

病
的
状
態
を
癒
す
も
の
と
し
て
、
温
泉
、
蓮
根
、
酒
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
「
肥
前
国
」
に
は
「
東
辺
有
二
湯
泉
一
。
能
癒
二
人
病
一
・
」

と
あ
り
、
「
常
陸
国
」
に
は
「
有
し
病
者
、
食
二
此
沼
蓮
一
早
差
験
之
・
」

と
あ
り
、
「
丹
後
国
」
逸
文
に
は
「
麦
天
女
、
善
為
し
醸
し
酒
。
飲
二

坏
一
、
吉
万
病
除
。
」
と
あ
る
。

人
の
死
に
関
す
る
表
現
も
多
く
み
ら
れ
る
。
大
和
朝
廷
に
服
属

し
な
い
者
を
「
土
蜘
蛛
」
と
表
現
し
、
「
豊
後
国
」
に
「
襲
二
土
蜘

蛛
一
、
而
悉
珠
殺
」
と
あ
り
、
大
量
の
殺
裁
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
播
磨
国
」
に
「
出
雲
御
蔭
大
神
、
坐
二
於
枚

方
里
神
尾
山
一
、
毎
遮
二
行
人
一
、
半
死
半
生
」
と
あ
り
、
交
通
妨

害
を
し
て
人
を
殺
す
神
の
話
が
随
所
に
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
殺
人
行
為
以
外
に
は
、
小
魚
を
捕
っ
て
食
べ
て
死
ん
だ
話
、
茨

が
さ
さ
っ
て
傷
つ
き
病
ん
で
死
ん
だ
話
、
夜
に
麻
を
打
っ
た
ら
死

ん
で
い
た
と
い
う
話
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
溺
死
や
落
雷
に

よ
る
死
、
縊
死
な
ど
を
表
現
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。

二
、
身
体
の
部
分
や
分
泌
物
を
表
現
し
た
も
の

「
常
陸
国
」
に
「
翫
レ
水
洗
し
手
」
、
「
臨
レ
水
洗
し
手
」
と
あ
る
よ

う
に
手
が
最
も
頻
回
に
登
場
す
る
。
足
や
膝
も
多
く
、
「
播
磨
国
」

に
「
以
二
清
酒
洗
二
手
足
一
」
と
あ
り
、
「
常
陸
国
」
に
「
携
レ
手
促
し

膝
」
と
あ
る
。
眼
、
口
、
腹
も
み
ら
れ
、
「
播
磨
国
」
に
「
能
似
二

人
眼
割
下
一
」
、
「
食
不
し
入
レ
ロ
而
落
二
於
地
一
」
、
「
受
以
レ
刀
辞
し
腹
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
体
表
を
表
現
し
た
も
の
で
、
内
臓

に
関
す
る
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
骨
に
つ
い
て
は
「
肥
前
国
」
に

「
各
謂
二
弟
日
姫
子
之
骨
一
」
と
あ
る
が
、
生
体
の
骨
で
は
な
く
、

遺
骸
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

分
泌
物
の
中
で
は
涙
が
最
も
多
く
登
場
し
、
「
播
磨
国
」
に

「
又
、
胸
有
二
流
涙
一
」
や
「
丹
後
国
」
逸
文
に
「
女
娘
、
拭
レ
涙
嘆

日
」
と
あ
る
。
ま
た
血
液
や
排
泄
物
を
表
現
し
た
も
の
も
あ
り
、

「
豊
後
国
」
に
は
「
流
血
没
し
躁
」
と
あ
り
、
「
常
陸
国
」
に
は

「
有
し
人
、
向
行
二
大
小
便
一
之
時
」
と
あ
る
。
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